
山野研究紀要 第 33号 2025                                                            39 

 

                                                            

UCHINO Miki 

山野美容芸術短期大学 

連絡先:〒192-0396 東京都八王子市鑓水 530 

作品研究）『Spring/Autumn』 

学苑祭における教員の作品展示 2025 

－四季と美容－  

（『Spring/Autumn』Gakuen Festival Teacher Works Exhibition 2025 

- Four Seasons and beauty - ） 

内野 美希 

抄 録 

2025 年 11 月に開催された本学の学苑祭＜山短祭 2025＞（テーマ「やまたんでアップデートしよっ！」）の

作品展示ブースにて、美容を担当する教員 2名が「四季と美容」と題し、「サマー・ウィンター」「スプリング・

オータム」の異なる 2つのテイストを表現した作品を制作し、展示した。作品展示をするにあたり、作品をライ

トアップさせて作品の世界観を際立たせた。 
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I. はじめに 

2025 年 11 月に開催された＜山短祭 2025＞（テー

マ「やまたんでアップデートしよっ！」）において、

頭部ウィッグを用いた作品を制作し、展示した。 

美容を担当する教員 2名が「サマー・ウィンター」

「スプリング・オータム」の春夏秋冬をイメージテー

マとして設定し、制作することとした。美容芸術でイ

メージを表現するために、「ヘアカット」「ヘアカラー」

「ヘアセット」「メイク」の美容の基礎技術を行うと

ともに、作品展示にふさわしい「装飾」も施した。 

作成するにあたり、頭部ウィッグは実際に「カット

＆カラーⅡ」授業内で配布するウィッグと同じものを

使用している。また、授業での作品制作試験と同様の

規定とし、学生へ「美容の楽しさとそれぞれの個性の

素晴らしさ」を感じてもらうとともに、「美容芸術の

固定観念を払拭し、自由な発想を大切にしてほしい」

という願いを込めて制作を行った。 

II. 作品紹介 

作品テーマの「Spring/Autumn」は、正面から見て

左右で異なるデザインを作り、それぞれに季節感を表

現した作品である。全体的には暖色を使い、同系統を

使用したことにより、まとまりを出すことができる。 

「ヘアカット」では、授業で実際に行ったスタイル

とおなじレイヤーカットを施した。全体をワンレング

スにし、顔周りにハイレイヤーを取り入れて動きを出

しやすくした。上品さを取り入れるために、前髪はセ

ンターパートで分けてスタイリングできるようなス

タイルを取り入れてカットを行った。 

「ヘアカラー」ではヘアマニキュアを使用し、エン

ドカラーで季節を表現し、全体に落ち着いたカラーを

入れエンドカラーを際立たせるカラーを入れた。スプ

リングには桜のピンク、オータムには紅葉のオレンジ

を入れ、季節感を連想させる演出を行った。顔周りに

はあえて色を入れることなくブリーチを活かせるよ

うなデザインにした。 

「ヘアセット」ではカールアイロンを使用し、全体

にミックス巻きを行い動きを出した。スプリング側は

可愛らしい雰囲気を表現する為にフォワード巻きに

し、レイヤーカットを活かせるようなスタイルにした。

またオータム側はリバース巻きにすることで上品さ

を表現した。スタイリング剤は柔らかい質感を表現す

るために、ヘアオイルとソフトワックスを馴染ませて、

ヘアスプレーで仕上げを行った。 

「メイク」では、ヘアカラーに取り入れた色味を入

れることによって統一感を出した。スプリング側は淡

いピンク・イエロー・グリーンのアイシャドーを使い、

チークはピンクで丸く入れて甘さを出した。頬には桜

の花びらを付け可愛らしさをより引き出した。オータ

ム側にはオレンジのアイシャドーを全体に入れて目

尻にブラウンを入れることでキリッとした目元を表

現した。チークはコーラルを使い、縦に入れることで

大人っぽさを表現した。全体のバランスを取るために

どちらの色合いにも合うボルドーカラーのリップを

乗せて、上からクリアでコーティングしてツヤを出し

た。 

「装飾」では 2 つの季節のバランスを取るために、

可愛らしい花柄のレースを首に巻いた。またリップと

合わせたボルドーのドライフラワーをレースに取り

付けた。 

「Spring・Autumn」をテーマに制作した本作品は、

日本の四季を連想させる要素を取り入れている。「季

節に合わせた表現をすることで、四季をより楽しむこ

とができることや、自由な発想力を大切にしてほし

い」ということを伝える作品になった。 
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